
防災専門部会

活動内容

実施日時

毎年実施しておりますが今年も、防災専門部会が中心となり２３名が６班のグループに分かれ、

防災倉庫備蓄品、機材及び集会所内の備品点検・棚卸を行いました。

点　検 ・防災倉庫内備品　(三丁目、八角広場)　

・防災機材　（消防団詰所裏、消防車車庫裏、横２箇所）

・地域集会所内備品

横山西自治会会長

齋藤防災専門部会部長より説明

《　自主防災　》

地域防災活動

（防災倉庫備蓄品とその他機材の点検・棚卸）

午後２時～４時令和７年１２月６日（土）



各倉庫内の点検

備品リストと確認

作動点検
発電機

電動工具



　集会所内の点検

　点検結果　集計

　点検結果

防災倉庫　６倉庫 合計２０３品目

地域集会所内防災機材　　　　４８品目

地域防災活動終了

防災倉庫保管管理や防災専門部会へのご参加について

以上

寒川町一之宮西自治会広報

　　　　　齋藤防災専門部会部長

但し、街頭消火器点検は、行いませんでした。（茅ヶ崎消防署で定期的に実施していることを確認

済みのため）　また特に新規に購入した倉庫には、発電機や電動工具等を保管し年数回の作動

　今年も恒例の防災備品・資機材等の点検・棚卸を行いました。

点検を行い災害時には、問題なく活用出来るように努めております。

既存の倉庫の中には、古くなったブルーシートや飲料水として使用出来ないポリタンクや修理が

出来ない自転車等があり、早急に補填、交換、廃棄を計画致します。

それから毎回の課題ですが防災専門部会の会員年齢の高齢化に伴い退会者が進み今後の

防災活動に支障を来し兼ねません。

皆様のご理解とご協力を頂き、是非防災専門部会へのご参加加入をよろしく御願い致します。


